
LEARNING OBJECTIVES
・ 分岐部ステンティングの手法を列挙し、メカニズムを説明できる。
・ 2ステントの手順を小グループで議論し、実際にハンズオンを施行する。
・ ステントの動きや分岐部ワイアリングをモニターで観察する。

COURSE DESCRIPTION
このセッションでは参加者が臨床経験を共有しながら、

議論を通じてステンティングのプロセスを組み立て、

Yチューブモデルに実際のデバイスを用いてステンティングを施行します。

終了後、OFDIを用いての分岐部の観察や、

撮影画像を見ながら手技を振り返ります。

Bifurcation stenting seminar

神戸国際展示場 1号館1階 テルモ展示ブース内

2018年10月25日（木）・ 26日（金）

弊社担当者までご連絡ください

開催日 時間 講師 対象 定員

10月25日
（木）

14:00-15:30
小松 宣夫 先生

（太田綜合病院附属 太田西ノ内病院）

メディカル

6名

10月26日
（金）

9:00-10:30
岡山 英樹 先生

（愛媛県立中央病院）
6名

10月26日
（金）

16:00-17:30
宍戸 晃基 先生

（湘南鎌倉総合病院）
6名

開催日

受 付

会 場

共催： Complex Cardiovascular Therapeutics (CCT) 2018 ／ テルモ株式会社 18CA028


